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より良い社会を
繫げるために、
私たちができること。

私たちが大切に考える4つの分野 日本と世界を結ぶ 安全・安心 次世代育成 環境

私たちが取り組むCSR活動に関する詳細は、こちらでもご覧いただけます。  www.jal .com/ja/csr/

東北コットンプロジェクトに関する詳細は、
下記のウェブサイトをご覧ください。 
www.tohokucotton.com/

綿
花
が
育
つ
こ
と
を
実
証
し
て
く
れ
ま
し
た
。

綿
摘
み
の
作
業
も
増
え
た
こ
と
で
、
今
年
は

収
穫
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
す
る
こ
と
も

計
画
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

綿
花
の
種
ま
き
は
、
栽
培
が
始
ま
っ
て
以

来
の
恒
例
行
事
で
す
。
今
年
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

が
参
加
し
た
の
は
、
東
松
島
農
場
で
す
。

「
5
年
目
を
迎
え
ま
し
た
、
あ
の
津
波
か

ら
」。
作
業
の
前
、『
イ
ー
ス
ト
フ
ァ
ー
ム
み

や
ぎ
』
代
表
・
赤
坂
芳
則
さ
ん
の
あ
い
さ
つ

は
、
こ
ん
な
言
葉
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
東

松
島
市
は
石
巻
に
次
ぐ
大
き
な
被
害
を
受
け

た
こ
と
、
農
場
の
先
に
は
東
日
本
大
震
災
最

大
級
の
仮
設
住
宅
が
あ
り
、
当
初
３
年
で
出

ら
れ
る
と
い
わ
れ
て
い
た
が
、
い
ま
だ
行
き

先
が
決
ま
ら
な
い
人
た
ち
も
い
る
こ
と
な
ど
、

現
地
の
状
況
を
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

綿
畑
の
隣
に
は
、
近
隣
の
栽
培
グ
ル
ー
プ
が

手
掛
け
る
ラ
ベ
ン
ダ
ー
畑
が
あ
り
、
夏
、
秋

に
は
綿
と
ラ
ベ
ン
ダ
ー
両
方
の
花
が
咲
く
予

定
で
す
。「
こ
こ
を
被
災
者
の
癒
し
の
場
所

に
し
た
い
」、
東
松
島
農
場
は
そ
ん
な
思
い

で
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
年
の
綿
畑
は
約
80
ア
ー
ル
、
ビ
ニ
ー
ル

ハ
ウ
ス
３
０
０
坪
で
も
栽
培
す
る
計
画
で
す
。

念
入
り
に
準
備
し
た
と
い
う
畑
は
、
朝
耕
し

た
ば
か
り
で
土
は
ふ
か
ふ
か
。
お
天
気
も
よ

く
、
ま
さ
に
種
ま
き
日
和
で
し
た
。
ベ
テ
ラ

ン
の
メ
ン
バ
ー
た
ち
が
率
先
し
て
準
備
し
、

種
を
紙
コ
ッ
プ
に
分
け
、
種
を
ま
く
位
置
を

津
波
被
害
を
受
け
た
農
地
で
綿
花
を
栽
培

し
、
農
業
の
復
興
再
生
を
目
指
す
『
東
北
コ

ッ
ト
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』。
震
災
直
後
に
種

を
ま
い
て
か
ら
、
丸
4
年
が
経た

ち
ま
し
た
。

こ
の
間
、
仙
台
市
の
荒
浜
、
名
取
市
、
東
松

島
市
の
3
カ
所
の
栽
培
地
で
毎
年
綿
花
を
育

て
、
採
れ
た
コ
ッ
ト
ン
で
た
く
さ
ん
の
製
品

が
生
ま
れ
ま
し
た
。
5
回
目
の
種
ま
き
を
迎

え
、
東
北
の
農
地
は
そ
れ
ぞ
れ
が
前
に
向
か

っ
て
進
ん
で
い
ま
す
。

荒
浜
で
は
綿
花
を
き
っ
か
け
に
『
荒
浜
ア

グ
リ
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
』
と
い
う
会
社
を
立
ち

上
げ
、
地
域
の
農
業
再
生
に
向
け
て
始
動
し

て
い
ま
す
。
今
年
は
約
40
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
米

と
大
豆
を
作
付
け
し
、
畑
や
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ

ス
で
の
野
菜
栽
培
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
社

員
も
増
え
、
味
噌
、
漬
物
な
ど
の
加
工
品
製

造
も
目
指
し
、
農
業
再
生
が
着
々
と
進
ん
で

い
ま
す
。
代
表
の
渡
邉
静
男
さ
ん
は
「
荒
浜

の
農
業
復
興
を
目
指
し
、
今
は
本
業
で
あ
る

米
、
大
豆
に
力
を
入
れ
、
再
開
の
き
っ
か
け

と
な
っ
た
綿
花
は
小
規
模
な
が
ら
、
絶
や
す

こ
と
な
く
続
け
て
い
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま

す
」
と
話
し
ま
す
。
津
波
で
す
べ
て
が
流
さ

れ
、
何
も
な
か
っ
た
場
所
は
、
今
で
は
美
し

く
整
備
さ
れ
た
田
畑
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

綿
花
は
復
興
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
、
荒
浜
の

地
で
咲
き
続
け
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

名
取
市
の
『
耕
谷
ア
グ
リ
サ
ー
ビ
ス
』
は
、

昨
年
は
前
年
の
２
倍
近
い
量
を
収
穫
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
気
温
の
低
い
東
北
で
も

綿
花
栽
培
を
き
っ
か
け
に

農
業
の
復
興
再
生
へ

多
く
の
人
が
集
ま
る

癒
し
の
場
所
に

写真右／畑に一列に並んで、ロー
プの印のところに種をまいていき
ます。左／綿の種は、繊維にしっ
かり包まれています。

01. この日の宮城県は最高気温が30度を
超え、真夏のような暑さでした。02.「こ
こはみなさんの綿畑です。いつでも遊び
に来てください」と、農場の赤坂さん。
03. 一列まいたら、一歩進んで次の畝

うね

へ。
種をまきながら一体感も生まれます。

～中学・高校生の将来の夢や希望を育
はぐく

むお手伝い～

今年もやります！JALお仕事インタビューの日

東日本大震災から4年余りが過ぎ、さまざまな形で復興

が進んでいます。東北で綿花を育てる３カ所の栽培地

も、それぞれの目標に向かって歩み続けています。今年

もたくさんの願いを込めて、種まきが行われました。         

文／宮川真紀　撮影／中野幸英

震災から5年目、一歩ずつ前へ
東北コットンプロジェクト

航空会社の仕事に興味をもつ中学・高校生を対象として、今年で開催3年目とな
る「JALお仕事インタビューの日」を、この夏休みも実施します。JALグルー
プの第一線で活躍するパイロット、キャビンアテンダント、整備士、グランドス
タッフが、その仕事に就

つ

いたきっかけや職務の内容、やりがいなど、仕事に関す
るご質問に直接お答えします。昨年の参加者からは「これまでインターネットか
らしか情報が得られなかったが、初めて直接話を聞くことができ、夢が少し身近
に感じられた」「実際に働いている人の話を聞けたことで、自分ももっと頑張って
夢をかなえようという活力と自信に繫

つな

がった」などの感想をいただいています。
将来、航空会社で働いてみたいと考える皆さまのご参加をお待ちしています。

開催日時：①2015年 8月 5日（水）14：30～ 17：30
  ② 2015年 8月 20日（木）14：30～ 17：30
開催場所：JALメインテナンスセンター１ 東京モノレール 「新整備場駅」下車 
募集人数：各回最大100名様（お申し込み多数の場合は抽選）

なお、当イベントへのご参加は、中学・高校生ご本人のみとさせていただきます。
お申し込みの詳細は、 www.jal.com/ja/csr/interview/ をご参照ください。

示
す
印
の
つ
い
た
ロ
ー
プ
の
両
端
を
持
っ
て

畑
を
移
動
。
テ
キ
パ
キ
と
作
業
が
進
め
ら
れ

ま
し
た
。
4
年
前
に
「
J
A
L
エ
コ
ジ
ェ

ッ
ト
」
の
機
体
に
東
北
コ
ッ
ト
ン
ロ
ゴ
ス
テ

ッ
カ
ー
を
貼
る
作
業
を
し
た
、
J
A
L
エ

ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
・
楠
根
秀
樹
は
「
今
回
、

初
め
て
来
ま
し
た
。
仕
事
の
意
味
を
考
え
る

き
っ
か
け
に
な
り
ま
し
た
」
と
話
し
ま
す
。

種
ま
き
は
東
京
、
山
形
か
ら
修
学
旅
行
で
訪

れ
る
高
校
生
も
手
伝
っ
て
く
れ
る
と
の
こ
と
。

多
く
の
人
た
ち
が
、
東
北
の
綿
花
を
応
援
し

て
い
ま
す
。
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